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イラスト：廿日市市移住定住促進イラスト

令和７年４月現在

人口 114,976人

世帯数 53,904世帯

高齢化率 31.88％
廿日市地域

人口：75,118人
高齢化率：30.52％
包括：３か所

宮島地域
人口：1,379人
高齢化率：46.27％
ブランチ：１か所

大野地域
人口：29,294人
高齢化率：30.36％
包括：１か所

佐伯地域
人口：8,632人
高齢化率：45.45％
包括：１か所

吉和地域
人口：533人
高齢化率：49.73％
ブランチ：１か所

廿日市市の概要

※包括：地域包括支援センター、ブランチ：高齢者の総合相談窓口
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在宅医療・介護連携推進事業の位置づけ

5

第6次廿日市市総合計画
（後期基本計画）

救急医療・地域医療の推進

医療介護との連携強化

高齢者福祉計画・
第9期介護保険事業計画

在宅医療･介護連携推進事業

・情報共有の支援
・専門職への研修
・住民への普及啓発
・相談支援
（相談窓口の設置：基幹型センター）

◆重点施策４ いつまでも住み続けられるまちをつくる

◆基本方針１ 地域包括ケアシステムの進化・推進

◆在宅医療･介護連携の課題の抽出と対応
策の検討

◆切れ目のない医療と介護の提供体制構築
の推進

在宅医療･介護連携推進事業委員会



特定非営利活動法人 廿日市市五師士会

理事

会、委

員会ご

との

LINEグ

ループ

による

お知ら

せ（日

程調整

や日程

の決定

など）

公式

LINEに

よる活

動報告

※１　福祉士会には、社会福祉士・精神保健福祉士が所属しています。

※２　リハビリ士会には、理学療法士・作業療法士・言語聴覚士が所属しています。

五師士会

医師会
歯科医師会

福祉士会※１

薬剤師会

看護協会

リハビリ士

会※２

栄養士会 歯科衛生士会

介護支援専門員

連絡協議会

五師士会公式
Instagram

五師士会公式HP

五師士会イメージ
キャラクター

ごしっしー
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人生会議サポーターの経緯
まちづくり市民アンケート調査（Ｒ2.7月）

知っている割合

17.5％
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平成
２７年度

（五師士会が在宅医療・介護連携推進事業を受託）
研修会「豊かな人生を目指して―アドバンス・ケア・プラ
ンニングの実践に向けて―」開催

令和
元年度

研修会「はじめよう～人生会議～ＡＣＰの理解に向けて
やさしい解説」開催

令和
２年度

「第１回人生会議サポーター養成研修」開催
住民が住み慣れた地域で人生最期まで自分らしい暮らしを続
けることができるように支援することを目指す

在宅医療・介護連携推進事業委員会で、委員長の医師（在宅療養支援診療
所医師、厚生労働省委託事業・人生の最終段階における医療体制整事業「患者の意

向を尊重した意思決定のための研修会(E-FIELD）」指導者）より、

「医療と介護の両方を要する後期高齢者が増え、その先には多死社会
が訪れる。誰もが人生の最終段階について考えられるようになるために、
まずは五師士会会員がACP（人生会議）を理解し、啓発できたらどうだろ
うか。」
と提案があり、委員全員一致で賛同し、五師士会でACP（人生会議）を啓
発することになる。

はじめて聞いた

言葉のみ知っている

内容を知っている

すでに行っている

不明

81.5％

11.1％

5.4％

1％

1％

1,986回答（回答率：39.7％）



人生会議サポーター養成研修
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ロールプレイの様子

患者役 支援者役

目的

内容

講師

対象

医療関係者や介護関係者が人生会議
（ACP）を学び、それぞれの活動で関わる
人々に積極的に普及する

①講座（60分）
人生会議とは、人生会議の必要性、人生会議の実践

②ロールプレイ（2事例）（60分）
医療･福祉従事者役、患者役、観察者で実施

意思決定支援教育プログラム修了者
市内クリニック 医師

五師士会会員及び廿日市市内の医療関係
者や介護関係者、行政職員等
（再受講可能）

人生会議サポーター養成研修
修了者には、認定証を発行



人生会議サポーターフォローアップ研修
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目的

内容

講師

対象

医療関係者や介護関係者が人生会議
（ACP）の普及啓発の方法や、人生会議に

関わる知識について学びを深め、住民を対
象に積極的に普及する

①講座（90分）
②グループワーク（30分）
・「もしバナゲーム」
・「人生100年これからゲーム」 の紹介

五師士会会員、外部講師 等

五師士会会員及び廿日市市内の医療関係
者や介護関係者、行政職員等
（再受講可能）

フォローアップ研修の様子



人生会議サポーター実績・予定
養成研修実績 Ｒ7年度計画

11

第1回

第2回

第3回

第4回

令和2年12月3日

令和4年10月21日

令和5年8月23日

令和6年9月11日

65人

33人

29人

34人

161人

回 実施日 新規修了者
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人生会議の普及啓発①

「人生会議をはじめよう！」をテーマに人生会議サポーターが出前講座を実施

地域住民が参加するサロンやイベントに専門職（五師士会の会員、事務局職員、人生会議サポーター、地
域包括支援センター等）が出向き、出前講座やミニ講座、相談会にて人生会議の講座を実施
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出前講座の様子

もしバナゲーム
医師から、余命が「６か
月」と宣告されたら・・・を
想定し、何を大切にした
いかという思いでカード
を選ぶ

人生100年これか
らゲーム
100歳になったとき、どの
ようなことを大切にして
いきたいかという思いで
カードを選ぶ

「何がええかの～」「どれ
にしよか」と言いながら
みなさん真剣に取組ん
でいます



人生会議の普及啓発②

テーマ：

自分らしく『最期まで生きる』
ために、どこで誰とどんなケア
を望むのか考えるきっかけと
なる時間をつくる

人生会議をテーマとした講演会や上映会、在宅医療に携わる医師によ
るトークセッションを実施
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成果と課題
【成果】

市、五師士会、地域包括支援センターが協働しながら人生会議を普及啓発する体制が
整っている

【課題】
市民アンケートの結果「人生会議」という言葉を知っている人が少ない
人生会議サポーターの対象範囲を拡大（来年度以降検討）
出前講座を引き続き実施し、サービス付高齢者住宅やケアハウス等にも出向く予定
県とも連携し取組みたい（若い世代への普及）

目指す姿 R２ R３ R４ R５ R６

サービスの目標 (2020) (2021) (2022) (2023) (2024)

もしもの時に備えて、家族や大切な
人、医療関係者と、治療や療養、人生

の最期について話し合い（人生会議）を
している割合（O）

― ― ― 62.1% ↑67.6%
（市）高齢者の保健福祉に関するアン

ケート調査

市民の人生会議（ACP）の周知度（O） 17.5%
①17.6%
②13.2%

12.9% 17.8% ↘15.7% （市）市民アンケート

成果指標 データソース

医療と介護の両方を
必要とする人が住み
慣れた地域で、自分
らしい暮らしを人生
の最期まで続けるこ
とができるようにな
る

「人生会議」を知って
いる人の割合は低い
が、実際に話し合い
をしている人は増加
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ご清聴ありがとうございました

市の木：さくら
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